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（[AC１００V/DC12V]ﾊﾞｯﾃﾘｰﾁｬｰｼﾞｬｰ）

《使用目的》
ﾊﾞｯﾃﾘｰﾁｬｰｼﾞｬｰは、家庭用AC100VをDC12Vに変換して12Vﾊﾞｯﾃﾘｰ（開放型鉛ﾊﾞｯﾃﾘｰ）への
普通充電や、始動補助（ｾﾙﾌﾞｰｽﾄ）を行うものです。
*家庭用AC100V電源に接続されないと普通充電も、始動補助も出来ません。
*使用目的以外の使用は絶対にしないで下さい。

適合ﾊﾞｯﾃﾘｰ(開放型）
　　充電時間の目安 液温20℃・50％放電時のバッテリー
適合バッテリー ○○A19 ○○Ｂ24 ○○Ｄ23 ○○Ｄ26
充電時間 約4h 約5h 約7h 約8h

*6V・24Vﾊﾞｯﾃﾘｰやｼｰﾙ型（密閉型）ﾊﾞｯﾃﾘｰへの普通充電や始動補助（ｾﾙﾌﾞｰｽﾄ）はできません。
車載ﾊﾞｯﾃﾘｰの種類及び形式を確認してください。

《各部の名称》

《機能説明》
◆普通充電機能…自然放電や夏期でのｴｱｺﾝ使用等で酷使され弱ったﾊﾞｯﾃﾘｰを定期的な補充電
で最良の状態に回復しﾊﾞｯﾃﾘｰの寿命を伸ばします。
◆始動補助機能…ﾊﾞｯﾃﾘｰの容量不足によるｴﾝｼﾞﾝの始動困難時に、5分～30分の補充電後、
始動補助できます。
*始動補助機能での普通充電及び、補充電はできません。

《仕様》
AC100V  50/60Hz  105VA
DC12V   6A
DC12V  30A
12V
21Ah～65Ah
赤（要充電）・黄・緑（充電完了）の3段階ｶﾗｰ表示
約1.5m
183（W）×143（H）×170（D）mm
約3.7kg
ヒューズ内蔵
ヒューズ：普通充電10A/セルブースト：20A
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《使用方法》
Ⅰ．充電するﾊﾞｯﾃﾘｰの準備
ﾊﾞｯﾃﾘｰの液口栓（ｷｬｯﾌﾟ）を全部取り外し、液口の上に締め付け
ずのせておいてください。
（充電中、ﾊﾞｯﾃﾘｰ内部より発生するｶﾞｽの排出及び、ﾊﾞｯﾃﾘｰ液
がまわりに飛び散らない様にするため。）
*安全液栓付ﾊﾞｯﾃﾘｰ・液栓が外れないﾊﾞｯﾃﾘｰを除く。
ﾊﾞｯﾃﾘｰの電解液量を点検し、液面線の中間以下に低下してい
る場合は最高液面線（UPPER LEVEL）まで精製水を補充してく
ださい。

【車上普通充電】
やむを得ずﾊﾞｯﾃﾘｰを車両に搭載したままで充電を行う場合に
は必ず！車両ﾊﾞｯﾃﾘｰ ﾏｲﾅｽ端子のｹｰﾌﾞﾙを外して下さい。

Ⅱ．普通充電の操作手順
①準備のできたﾊﾞｯﾃﾘｰのﾌﾟﾗｽ端子に充電ｸﾘｯﾌﾟの赤色ﾌﾟﾗｽをﾊﾞｯﾃﾘｰのﾏｲﾅｽ端子に充電ｸﾘｯﾌﾟ
に黒色ﾏｲﾅｽを容易に外れないよう確実に接続して下さい。充電ﾗﾝﾌﾟが点灯します。
②本器の切換ｽｲｯﾁを普通充電側にセットします。
③家庭用AC100Vｺﾝｾﾝﾄに電源ﾌﾟﾗｸﾞを差し込みます。充電ﾒｰﾀｰが振れ充電が開始されます。

充電レベルの確認
充電レベルランプは、赤色、黄色、緑色の全色点灯から充電が進むと赤色、黄色と順番に消灯し、
最終は緑色のみ点灯することで充電完了を表します



●充電初期から緑色LEDだけが点灯する（赤色・黄色がすぐに消灯する）場合
・ﾊﾞｯﾃﾘｰ容量が小さい場合。
・充電できている（満充電の）場合。（充電の必要はありません）
・サルフェーションバッテリーの場合
●レベル表示のLEDが3色とＭＰ点灯し長時間赤色LEDが消灯しない場合
【過放電したﾊﾞｯﾃﾘｰ、劣化・適合外ﾊﾞｯﾃﾘｰ】と考えられます。これらのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電されますと、
規定以上の電気量が流れ保護回路が作動して充電できない場合があります。
●深放電放置ﾊﾞｯﾃﾘｰに普通充電した場合
放電したままﾊﾞｯﾃﾘｰを長時間放置されますと、充電開始時、ﾊﾞｯﾃﾘｰは電気を受け付けません。
また、大電流が必要となり、保護のためヒューズが切れてしまいます。

Ⅲ．ｴﾝｼﾞﾝ始動補助（ｾﾙﾌﾞｰｽﾄ）の操作手順
家庭用AC100Vｺﾝｾﾝﾄが必要です。延長ｺｰﾄﾞ等をご用意下さい。
①車両のｴﾝｼﾞﾝはOFFの位置にしてください。
電装品（ｴｱｺﾝ、ｵｰﾃﾞｨｵ等）もOFFにして下さい。
②車両のﾊﾞｯﾃﾘｰは通常搭載されたままの状態で、ﾊﾞｯﾃﾘｰ液口栓
（ｷｬｯﾌﾟ）も車両側ﾊﾞｯﾃﾘｰも外さないで下さい。
③充電器をｴﾝｼﾞﾝｽﾀｰﾄ時の振動などで、動いたり落ちたりしない
所に置いて下さい。
④本器の充電ｸﾘｯﾌﾟ赤色ﾌﾟﾗｽを、ﾊﾞｯﾃﾘｰの車両ｹｰﾌﾞﾙﾌﾟﾗｽ端子に、
充電ｸﾘｯﾌﾟ黒色ﾏｲﾅｽを車両のｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾛｯｸに接続して下さい。
極性のﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽを間違わず、充電ｸﾘｯﾌﾟが容易に外れないよう確実
に接続してください。
⑤本器の切換ｽｲｯﾁを普通充電側にｾｯﾄしてください。
⑥家庭用AC100Vｺﾝｾﾝﾄに電源ﾌﾟﾗｸﾞを接続して下さい。
10分～15分充電【補充電】して下さい。
ﾊﾞｯﾃﾘｰ容量・周囲温度により補充電の時間は変わります。容量が
大きいほど、又温度が低いほど長く補充電して下さい。
⑦補充電後、切替ｽｲｯﾁをｾﾙﾌﾞｰｽﾄ側にｾｯﾄし
【通電3秒以下】・【休止7秒以下】で【繰り返し回数10回以下】で
ｴﾝｼﾞﾝｷｰを廻して始動して下さい。

ｾﾙﾓｰﾀｰの回転が重い（遅い）状態や、ｴﾝｼﾞﾝがかからない時は
切替ｽｲｯﾁを充電側に戻し、再度補充電を30分以上行ってから
切替ｽｲｯﾁをｾﾙﾌﾞｰｽﾄ側にｾｯﾄし、ｴﾝｼﾞﾝｷｰを廻して始動
させて下さい。
再度補充電しても、ｾﾙﾓｰﾀｰの回転が重い（遅い）状態や、ｴﾝｼﾞﾝ
がかからない時はﾊﾞｯﾃﾘｰの完全放電や不良が考えられます。
普通充電中で充電し比重計などでﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認して下さい。
ｴﾝｼﾞﾝ始動補助（ｾﾙﾌﾞｰｽﾄ）として使用するときは、
【通電3秒以下】・【休止7秒以下】で【繰り返し回数10回以下】
を厳守して下さい。


